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　後部糸腺に分泌された絹物質が中部糸腺に貯溜中に脱水が行われることは荻原によつて指摘

され3），著者ものぞ際にフでプロインの結合水および自由水も減少してゆくことを先に報告し

た1）2）。また渋川6）は中部糸腺の詳細な組織化学的観察により，水分がフィブPイン外に放出さ

れることを観察している。

　著者は中部糸腺における各部位のフィブPインの結合水を測定し，一知見を得たので報告す

る。

　本研究の発表に当り，終始御懇切な御指導と本文の御校閲を賜つた入木誠政博士，荻原清治

博士および有益な御助言と御校閲を頂いた志村憲助博士，針塚正樹博士，また常に激励と御助

力を頂いた野口活也場長に深謝するしだいである。

1，V齢期の各時期における変性r7イプロインの結合水の変化

　著者は前報でV齢期の各時期の中音ll糸腺内の液状フィプロインの結合水および自由水を塩化

コバルト法によつて測定し，日時の経過にともなつて結合水および自由水が減少してFibroin

中の放水が行われることを知つた。今回は同様にして生の状態における中部糸腺の各部位の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
Fibroinが結合水を測定しようとしたが，前部糸腺に接する最前部はSericinが多量で，

Fibroinが少なく，　SericinとFibroinを分離することはほとんど不可能であつた。そこで一

定の条件のもとに液状絹に変性を与えてFibroinとSericinを分離し，この変性されたFibroin

の結合水を測定することによつて自然のFibroinの結合水の変化の状態を推定することがで

きるかどうかを知ろうとした。その方法は中部糸腺を10％T．C，　A，（Trichloroacetic　acid）

に一定時間浸漬し，　FibroinとSericinを固定することによつて，　Sericinを分離し，とり

出した変性Fibroinについて結合水を測定した。

　（エ）材料及び方法　　　　　　，

　材料は普通に飼育したV齢期の4日，5日，6日，7日目の発育の揃つた蚕を5～10頭，毎

日一定時刻（am．8）に実験に供した。申部糸腺を摘出し，水洗してよく水分を除去して，

10％T．C．A．に1211寺間固定し，第一一轡曲部と第二轡曲部の間を1～2c血切取つて，腺細胞を

水で洗い流した絹物質はFibroinとSericinは容易に分離できるので，ピンセットでSericin
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第1表　pl・1部糸腺中区における10％T・C．A・による変性フィプロイソの結合水量の変化
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註．；10％T。C．　A．で12時間処理した変性フィプロィン，蚕品種日122号×支115号。

を剥ぎとり，　Fibroinを単独にとり出し，これを前報2）にしたがつて結合水を測定した。10％

窟化コバルト浸潰時間は12時聞である。

　②　爽験結果　　　　　　　　　　　　　　　　．

　（エ）の方法によつて採取した試料について測定した結果を第1表に示す。

　対乾物結合水分率は僅かではあるが，経過に伴つて減少している。これは前報に報告した腺

内の生のFibroinの場合のように顕著でない。これは10％T．　C，　A．によるi変性作用によつて

一一lにFibroil1の分子の結合状態が変化したためであろう。　しかしこの変性状態についても

自然の状態のFibroinの脱水現象をほぼ推察することが出来る。　また対乾物重の全水分率お

よび自由水分率も同様に僅かではあるが，経過に伴つて滅少していることは生の状態の場合と

同様である。

　　　　　　　　　　　　　　1［．中部糸腺内各部のフィプロインの結合水

　　　　　　　　　　　　　前述のように10％T．C．　A．で変性されたFibroinの結合

　　　　　　　　　　　　水および自由水を測定して，その値の変化より自然状態を
、… O辮 @　　擬すること渕能である・と㈱つた．そ・で輔1綿

齢鱗一一

噸謹
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一一一一 ?磨@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽’

　　　　　　のFibroinの結合水を部位別に知るために10％T．　C．　A．

　　　　　　で固定したV齢の盛食期および熱蚕期の雌の蚕の中部糸腺

　　　　　　の各部位における測定を前の方法でしてみた。

　　　　　　　（エ）材料および方法

中部糸腺　　　　用いた蚕の品種は日122号×支115号，El　124号×支124号

　　　　　　’である。結合水の測定は盛食期と熟蚕期に行つた。盛食期

　　　　　　のものはV齢中で体重の最も重いとき，すなわち初秋蚕で

　　　　　　は5～6日目　（5歯令期間7ED，　H免秋蚕6～7日目　　（5令

　　　　　　期間8日）の雌の蚕を供試した。熟蚕（雌）は族中で周囲

　　　　　　に吐糸して足場を作り，本格的の「港1繭に入ろうとする1貯

一一一一一．
纒博?B　　　　　を標準として供試した。夫々に中部糸腺をとり出して，10

　　　　　　　　　　　　％T．C．A．に12時間固定して第1図のように，これをll［［

　　　　　　　　　　　　皿Wに分離したか，それは中部糸腺が組織学的に異る故に

今　　　　　　　　　　　区研）5）したのである。

　　　　　　　　　　　　　固定した中部糸腺をとり出し，腺細胞を水で洗流して工
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IMNに鋏で切りとつて，夫々Sericinをピンセヅトで分離した。但しNはSericinとFibroin

が密着して分離が困難であるので，薄刃のメスで表面のSerici11を削りとつた。蚕は5～10頭

を供試した。試数は10％塩化コバルトに12時間浸漬した。

　（2）実験結束および考察

　熟蚕について反覆実験を行つたが，ほぼ同様な結果を得たので，そのうち2例を第2表に示

す。

　対乾物最高結合水分率はN皿IUI工と髄かであるが減少している。即ち後方から前方にFibro・

inが進行するにしたがつて絹物質の熱度が進んでいることがわかる。このことは荻原の結果と

…致している3）。とくに皿から1即ち前部糸腺に入る直前の最も先端の部分は急に結合水分率

は減少している。故にここで最も熟度が高くなつていると考えられる。それはFibroinが中i・llls

糸腺に貯溜中に次第にその中の水分が外部に移行しつつ，前方に進んでいることが推定される

第2表　Il上糸時（熟蚕）におけるrl1部糸腺内各区分のフィブPtインの結合水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1958初秋蚕
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註；10％T．C．A．で12時闇処理した変性フィプロイソ，張品種　日122号×支11腸

第3表盛食期における中部糸腺内各区分のフィプロインの結合水
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訂三；10％T．C．　A，で12時闇処理した変性フィプロイン
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のである。固定された試料から推定することは困難であるが最先端の工の部分が全水分率も自

由水分率も最も少LJ・のは，結合水分粥の最も減少しているとと乏併せ七，’Fibroinの熟度が最

も進んでいるものと思われる。．そしてこの部分で最も多く結合水の放出が行われていることが

想像される。このことはまた渋川6）も中部糸腺前区のSer孟cin　rl－iに多くの水泡をみとめており，

この現象と一一致している．と思われる。Fibroinの分泌が最も旺盛で，したがつて中部糸腺にIV－i：

溜される量も最も多いと考えられる盛食期の讃についての実験結果をみると，これは熟蚕に比

べて少しく異つた結果を示した。6回反覆実験を行つたが，そのうち結含水が熱蚕とほぼ同じ

ょうな傾向を示したのは2例のみであつた。すなわちFibroinが後部糸腺から中部糸｝1宗に移行

する］V’の区分が最も結合水分率が多く，前部糸腺に移行する工の区分のFibroinが最も少ない

のは熟蚕のときと同様であるがll　1［の区分のFibroinの結合水分率は不同であつた。即ち熟蚕

のように前方に進むに従つて結合水が滅少していない。そのうち2例を第3表に示す。

　以上の実験から後部糸腺からrl・1部糸腺に移行したFibroinは貯溜中に徐々に結合水の放出が

行われFibroinのミセルの集合が逐次行われ，次第に繊維化に適する状態に変化して行くこと

が推定されるのである。ただ盛食期の1［皿の部分が結合フk分率の不同の場合がみられたのは，

この部分がFibroinの貯溜される一番大きな部分であるので，盛食期にFibroinが多量に分泌

されて，刊1寺に多量にこの部分に移行されてくるためであろうと想像される。

皿．要　　　　　約

（1）V齢期の各時期の10％T．C．A．で変性したフfプロインの結合水を塩化コバルト法によ

って測定した結果，生の状態のフfフ㌃インの変化とほぼ同様な傾向を示した。これにより一

定条件のもとに．10％T．　．．，C．A．で変性されたフィプロインの結合水を測定することによつて自

然における生の状態を推定することが可能であることを知つた。

〈2）盛食期および熟蚕期の中部糸腺を10％T．C．A・で固定したものを1皿皿［Nの4区分に分

けて結合水を測定した所，熟蚕では1＞皿111と前方に進むに従つて結合水は低下し，とくに前

部糸腺に移行する直前の1において急に低下した。盛食期では後部糸腺から中部糸腺に入る部

分で結合水が最も多く，中部糸腺から前部糸腺に移行する直前の部分が最も少ないことは熟蚕

期と同様であるが，中部の最大の部分である皿mは互に不同である場合がみられた。このこと

はフィプロインの分泌が最も盛んで中部糸腺に移行して貯溜されることが多いことによるため

と想像される。
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Summary

　　The　bound　water　of　the　mid　silkgland　of　the　silkworm　in　the　matured　stage　which　was

fixed　by　10％T．　C．　A．　and　diVided　into　four　division（Figド1）are　measured．　As　the　fibroill　sol

・increas母s　into　the　part］y．皿．　ll．1，the　bound　water　percentage　goes　down　and　especially．

in　the　part　I　its　terldency　is　remarkable．　So　the　author　considered　the　ripenn三ng　action　of

：the　fibroin　increases　in　the　mid－silkgland　step　by　step．


